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1 は じ め に

蚕の核多角体病は蚕核多角体病ウイルスの感染によって

おこる。その防除には,現在のところ蚕の飼育前におこな

われるホルマリン散布を中心とした蚕室の消毒が主体となっ

ている。しかし,養蚕は桑園から運び込んだ桑を餌として

用いている解放系でおこなわれているため,病原が容易に

蚕の飼育環境に入り込んでくる。このために核多角体病が

発生しやすい。そこで,核多角体病の防除には蚕室消毒の

はかに,蚕の飼育中に散布可能なゥイルスを直接不活化 ,

あるいは蚕の強健性を増すような薬剤が望まれている。

木酢液は木材を炭化するときにでる煙を冷却して得られ

る溶液からタール分を除いた酸性水溶液である。その主成

分は酢液である。しかし,微量成分として200種以上の低

分子の有機酸を含んでいる
3)。 この木酢液は,さ らに精製 ,

分溜調整されたものがさまざまな分野で利用されている。

農業分野においても土壌消毒,液肥への添加,飼料への添

加,畜舎の消毒,キ ノコの発育促進など広い分野で利用さ

れている1)。

倍,llXl倍及び1,Ollll倍液に調製して使用した。

病原は蚕核多角体病ウイルスを用いた。その核多角体

108/ml液を調製し,104/ml液 まで10倍階段希釈して使

用した。

上記の木酢液及び蚕核多角体浮遊液を用いて,木酢液の

核多角体病ウイルス不活化効果及び木酢液食下蚕の核多角

体病抵抗性を検討した。

まず.木酢液の核多角体病ウイルス不活化効果を検討し

た。木酢液10倍 ,100倍及び1,000倍液各10m lに 10=個 の

核多角体浮遊液 l mlを混合した。 1分間はげしく振とう

した後,30分間静置した。3,000xg, 5分 間の遠心後に上

清を除き,沈殿を蒸留水 l mlに 溶解 した。 これをウイル

ス原液として用いた。ウイルス原液を蒸留水で10倍階段希

釈し103/ml液 まで調製 した。各濃度のウイルス液025

mlを 3X3X05mの 家蚕用人工飼料に塗布,風乾させた。
この飼料を蟻蚕 (綿秋×鐘和)各50頭に24時間食下させて

経口接種した。その後は新たな人工飼料にて飼育し,10日

後の死亡頭数を調査した。LD酬直及び不活化指数はReed

and Muenchの の方法で算出した。

今回,こ の木酢液を核多角体病の防除剤として使用可能   次に,木酢液食下蚕の核多角体病抵抗性を検討した。 3
か検討した。ここでは,木酢液の核多角体病ウイルス不活  齢期間中,木酢液250倍液,500倍液及び1,000倍液を散布

化効果及び木酢液食下蚕の核多角体病抵抗性の検討結果を  した桑葉で蚕を各20頭飼育した。 4齢起蚕日にウイルス原

報告する。                       液の10倍階段希釈液を各頭10μ lずつ経口投与 してウイル

スを接種した。その後,普通桑葉で飼育し,10日 後の死亡
2試 験 方 法

頭数を調査した。死亡頭数から先と同様にLD"値 を算出

木酢液は農研テクノ製純正木酢液を用いた。蒸留水で10  した。実験は2回繰り返した。

表 1 木酢液の核多角体病ウイルス不活化効果

核多角体接種濃度 (核多角体数/ml)
′OgLD∞    不活化指数

108       10' 106       10.106

0倍 644

674
554

,>4 84

)>456

<188
<218
ぐD98
く〔029

木酢液100倍

木酢液1,000倍

pH2 7_Buffer'

DW
注 各区50頭,連制なし,蟻蚕接種。
数値は10日後死亡頭数。

木酢液に核多角体を30分間浸せき後に遠心洗浄し,各区ともに多角体液を250μ lずつ人工飼料5gに塗布, 24時 間

食下させた。

飼育は普通人工飼料。
*:pH2 7 Buffer:01M酢 酸緩衝液 (pH27)
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表 2 木酢液投与蚕の核多角体病抵抗性3 試験結果及び考察

木酢液による核多角体病ウイルスの不活化効果試験の成

績を表 1に示した。′οgLD5。値は10倍液647,100倍 液674

及び1,000倍液554と なり,対照と比較した不活化指数値
は100倍液浸せきで<218と 最も高い値を示 した。以下10

倍液<188,1,000倍液<098の 順となり,木酢液の核多角

体病ウイルス不活化効果を認めた。

木酢液のpHは27であった。核多角体を木酢液に浸せ
きしたとのpHの影響を調査する必要がある。木酢液の主
成分が酢酸であるのことから,01M酢酸緩衝液 (pH2 7)
に浸せきする実験区を設けた。その結果,酢酸緩衝液への

浸せきによりιοgLD酬直は>484,対照と比較した不活化
指数値は<029と 低いものであった。したがって本試験で
の核多角体に対するpHの影響は認められなかったと判断
された。

以上,木酢液は30分以上の浸せきにより核多角体病ウイ
ルスを不活化することが判明した。

しかし,木酢液を蚕飼育中に使用するという初期の目的
を考えると,ウ イルスを30分以上木酢液に浸せきすること

は不可能である。そこで,木酢液をあらかじめ蚕に食下さ
せておき,後の核多角体病ウイルス感染によっても発病が

抑制されるかどうかを検討した。すなわち,木酢液食下蚕

核多角体病抵抗性を検討した。

木酢液を飼料に塗布して連続食下させるに当たり,木酢
液10倍,100倍,200倍,500倍及び1,lll10倍 液をそれぞれ桑

葉に塗布して各20頭に連続食下させ,その影響を調べた。
10倍および100倍液では蚕の食欲不振が認められ,生育
も不斉となった。しかし,200倍液以下の苦では生育に悪

影響を認めず,すべて上族,化蛹した。

そこで,こ の予備試験の結果から今回の試験では木酢液

250倍 ,500倍液及び1,000倍液の塗布桑葉を食下 した蚕の

核多角体病抵抗性を調査した。結果を表 2に示した。木酢

液250倍液.500倍液及び1,000倍液食下蚕で10日 後の死亡

率が減少した。ιοgLD6。値は対照の657,酢骸緩衝液の657

核多角体榛種濃度(核多角体数/11)ι ogLDm

木酢液250倍 16    10    4     0    700
10     2    0     0    791
14     8    4     0    724

木酢液500倍

木酢液1,000倍
pH27‐Buffer・     18  14   6   0   657
DW         18  14  6   0  6 57
注 数値は10日後死亡頭数。
各区20頭,2連制。
1～ 2齢人工飼料育,以後桑葉育
飼育中はすべて木酢液散布飼料で飼育。
*:01M酢酸緩衝液 (pH2 7)

に対して,木酢液5∞倍液での791を最高に1,lXl鶴鏑姉暫 24,

250倍液で700と いずれも抵抗性が増した。

これらのことから,木酢液を飼料とともに蚕に給与する

ことで核多角体病の発病をある程度抑制することが可能と

考えられた。抑制のメカニズムについて本実験の結果だけ

では判然としないが,核多角体病の発病に関与している腸

内細菌を木酢液の給与時期,期間についても検討の余地が

ある。

いずれにしても,木酢液が核多角体病の発病を抑えるこ

とが明らかとなった。今後,養蚕現場での使用にあたり食

下時期,効果の持続期間等の検討を含め,具体的な使用方

法を検討する必要がある。
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